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「標準学力調査」
で，対象の全ての
学級が，国語・算
数共に県平均※以
上となる。
※全国平均値でも可
★H26本校は24項目
中，8項目だった。

「標準学力調査」
で，22項目（11
学級×2教科）中，
12項目で県平均※

以上となる。

①音読・ます計算
　を中心にしたチ
　ャレンジタイム
　を実施する。

②発展問題を作成
　し，反復練習を
　する。

「標準学力調
査」で，22項
目（11学級×
2教科）中，
12項目で県平
均以上

100%
１４
項目

117
% A

◎①チャレンジタイムの充実
　②「ねらい」と「まとめ」を意識した授業改善
   ③思考を深めるような発問や，より児童の発言を促す等の取組
により「標準学力調査」で全国平均を上回った項目は２２項目中
１４項目
　　・内訳：国語６／１１，算数８／１１項目上回る
　　・昨年度と比べ特に「活用問題」の正答率に伸びが見られる

●高学年になるにつれ，全国平均を下回る率が増加
　→確実に当該学年の学習内容を理解させることが必要
　
○結果の分析→効果のあった取組の共有化→一貫した取組の継続

3

・子供達の学力が付いてきている
　ことは，集計された資料から読
　み取ることができた。この取組
　を継続して，学力調査で全項目
　平均を上回るようにしていただ
　き，子供達が夢と志を持った人
　間になれるように育ててくださ
　い。

・チャレンジタイム，漢字前倒し
　等，効果のあった取り組みを一
　貫して継続する。
・学力向上に向けて効果のあった
　取り組みを学年，学校全体で共
　有化する。
・家庭学習の内容や方法に関わ
　る研修を行う。
・指導力をつけるための校内研
　修や講師を招いて課題に対す
　る新たな取組の研修を行う。

体
　
力

「新体力テスト」
96項目（全学年男
女別）のうち，
80％＝77項目で
県平均以上とな
る。
★H26本校は46項目
だった。

「新体力テスト」
96項目中60％＝
58項目で県平均以
上となる。

①新体力テスト結
　果を分析し，課
　題を焦点化して
　取組を進める。

「新体力テス
ト」96項目中
60％＝58項
目で県平均以
上

100%
６６
項目

79
項目

136
% A

◎サーキットトレーニングの実施による体力の向上
　　新体力テストで県・全国平均を上回る項目　７９/９６
　　　　　　　　　　　　　　　　　（1学期比＋１３項目）
◎新体力テスト実技研修の実施
◎外遊びの実施（全学級が計画的に週1回以上）
●ボール投げに課題があり，実施方法を改善
○重点的に取り組む種目の選定 → サーキットトレーニングの改善
　（ボール投げ）     　　　　　(投力を高めるための運動も含める)
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・子供達が体を動かして遊ぶ環境
　が整っていないでの，体力的に
　弱くなってきているのではと心
　配であった。しかし，継続的に
　サーキット･トレーニングを実
　施していることで，体力的に上
　がっていることに安心した。こ
　のトレーニングは継続してほ
　しい。
・鉄棒など腕の筋肉をつけていく
　ことも，ボール投げの結果に結
　び付くと思う。

・サーキットトレーニングを継続
　するとともに，学年ごとの課題
　を受けてサーキットトレーニン
　グの内容を学年ごとに変えて
　取り組む。短いスパンのＰＤＣ
　Ａサイクルを活用する。
・サーキットトレーニングの内容
　を見直し，充実を図る。
・外遊びを推進し，遊びを通して
　体力を付けさせる。
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自己管理の典型と
して「テレビと
ゲームを合わせた
メディア接触」に
着目し，3時間以
上の児童の割合を
10％未満にする。
★H26本校は30.4％
だった。

「テレビとゲーム
を合わせたメディ
ア接触」時間が，1
日あたり3時間以上
の児童の割合を
25％未満にする。

①家庭学習の質と
　量を充実させ
　る。

②実態調査をもと
　に児童への指導
　を行い，改善結
　果を発信する。

「テレビと
ゲームを合わ
せたメディア
接触」時間
が，1日あたり
3時間以上の児
童の割合25％
未満

100% 27.6% 31.6% ７９
％ C

◎家庭学習の提出状況
　全校　 92.6％　【目標値+2.6ポイント】
●未提出児童の固定化　→　○個別の声かけ，家庭への働きかけ

◎メディア接触の時間が３時間以上　全校　 31.6％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　【目標値－6.6ポイン
ト】
●中学年の児童の割合が高くなった。（13％増）
●６時間以上のメディア接触は減った。（11名→9名）
●メディア接触３時間以上のうち１時間以上ゲームをする児童
（70％）
○保護者への働きかけを継続(各種たより，懇談会)
○メディア接触に関わっての道徳の授業を行う
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・ゲームをする時間が１時間以内
　になるといいですね。
・保護者にもメディア接触につい
　て考えてもらい，協力してもら
　う必要があります。いろいろな
　場で話すなどして，しっかり働
　きかけてください。
・家庭学習の量が調整されたこ
　とで，子供達一人一人が机に
　向かう習慣が付いてきている
　のではないかと思う。このまま
　続けて取り組んでほしい。

・長時間ゲームやテレビに時間を
　費やしている児童に対して，学
　校での個別指導を継続する。
・道徳の時間で，メディア接触に
　ついての授業を行う。
・各種たよりや懇談を通じて，メ
　ディア接触が多くなると生じる
　課題について保護者啓発を進め
　る。

自
尊
意
識

自尊意識の度合い
を示す調査結果
を，県平均以上に
する。
①全国学力調査★
H26本校は73.8％だっ
た

②「基礎・基本」
定着状況調査★H26
本校は67.3％だった

質問「自分にはよ
いところがあ
る。」肯定的回答
を，概ね県平均レ
ベルにする。
①全国学力調査
　　７７％
②「基礎・基本」
　　調査７０％

①日常的に，児童
　に対して肯定的
　な評価を行う。

質問「自分に
はよいところ
がある。」肯
定的回答
①全国学力調
　査７７％
②「基礎・基
　本」調査
　　７０％

100%
基礎
基本

76.2%
82.1% 112
% A

◎活動達成度100％
◎児童のがんばりを評価する取組の充実（褒める場面の充実）
　（例）「掃除のプロ」や「挨拶月間」
◎児童アンケート・保護者アンケートともに，「自尊感情に関わ
る」肯定的評価の高さ（別紙参照）
◎質問「自分にはよいところがある」の肯定的な評価の割合
82.1％

●現状に満足することなく，新たな取組を考え，推進していく。
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・児童と保護者アンケートの肯定
　的評価の割合が高い。これまで
　の取組がうまくいっていると考
　えられるので，今後も続けて欲
　しい。
・地域で挨拶ができる児童が増え
　ている。これも，児童の成長を
　示している。
・保護者や地域と連携し，学校の
　取組が家庭・地域へも広がって
　いくように期待している。

・名簿へのチェックを引き続き行
　う。
・取組が定着してきたので，児童
　を「褒める」取組を学年，学校
　全体へ広げていく。
・家庭，地域，学校が一体となっ
　て，児童のがんばりを認める取
　組の徹底していく。

　 　　　　　　　　　　　　【自己評価　評価】
　　　　　　　　　　　　　Ａ：１００≦（目標達成）　　　　　　Ｂ：８０≦（ほぼ達成）＜１００
　　　　　　　　　　　　　Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０　　　　Ｄ：（できていない）＜６０

【外部評価】　イ：自己評価は適正である。ロ：
自己評価は適正でない。　ハ：わからない。
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評価計画 自己評価 学校関係者評価

b 中期経営目標
（平成29年度末まで

に）

c 短期経営目標
（平成27年度末まで

に）

d 目標達成のた
めの方策

尾道市立因北小学校 平成２７年度学校評価表「因北小学校みらいプラン」　

学校教育目標 夢と志を育む因北小教育の創造

ａミッション

（１）スクールミッション
　　「児童の伝え合い（交流学習）の充実を通して習得した
　　知識・技能を活用する授業の創造」
（２）児童の学力・体力・生活面で，平均水準またはそれ以
　　上の力を付ける。
（３）地域・保護者から信頼され，応援していただける学校
　　となる。

ａビジョン
（１）児童に基礎的な力を付け，そのことで自己有用感を持たせることを通し
　　　て，将来的に夢と志をもつ人間を育てる。
（２）児童に基礎的な力をつけることによって，地域・保護者の信頼を得る。

様式1 様式1 


